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ベラスケスとイタリア
─第 1回イタリア旅行を巡って─
貫　井　一　美　
要旨
　17 世紀、スペイン国王フェリペⅣ世の宮廷画家であったディエゴ・ベラスケス （1599-
1660） はその生涯に 2度、イタリアに滞在したと考えられている。（この間、さらにもう一
度の可能性も示唆されるが確証はない） 最初の旅は、1629年から 1631年、フェリペⅣ世の
宮廷で画家にとって初の神話画 《バッカスの勝利》 を完成させた後、画家として見聞を広
め、研鑽を積むという目的でバルセロナから船でイタリアへ向かった。2度目は 1648年か
ら 1651 年、ベラスケスはすでに宮廷で画家としても宮廷人としても確固たる地位を築き、
スペイン国王フェリペⅣ世の画家として、すでにその名声は知れ渡っていた。この時の旅
の主たる目的は王宮の装飾のための美術品の購入であったとされる。二度のイタリア経験
はセビーリャ出身のベラスケスに大きな影響を与えることになるが、今回は、第一回のイ
タリア旅行について取り上げる。ほとんど無名の若き宮廷画家ベラスケスが、スペイン国
王やオリバーレス公伯爵の後ろ盾によってイタリア諸都市の大使たちをも動かして、イタ
リアを旅し、ローマに滞在したことが、イタリアでどのように受け取られていたか、そし
てまた、ベラスケス自身にとってこの初めてのイタリアでの経験がどれほどの影響力を持
つのかを考えてみたい。初のイタリア旅行の記憶は、マドリード帰着後、作品のみならず
ベラスケス自身にも大きな変化をもたらしたに違いない。本論では、最初のイタリア旅行
が、ベラスケスの絵画に対する基本的な姿勢に与えた影響を中心に考察する。ブラウンも
指摘しているように、第一回のイタリア旅行は、帰国直後のベラスケス作品に顕著な変化
をもたらしたというより、長い年月をかけてその後のマドリードでの画家の絵画観に浸透
していった。それは技術的な側面というよりは、絵画、ひいては芸術に関するベラスケス
の基本姿勢を形成する重要な要素であったと論者は考える。
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はじめに
　本論では 17 世紀スペインを代表する画家、ディエゴ・ベラスケスのイタリア旅行につ
いて取り上げる。スペイン国王フェリペⅣ世の宮廷画家であったベラスケスは、1629 年、
1648 年と二度に渡ってイタリアに滞在している 1。この間、さらにもう一度の可能性も示
唆されているが、確実な証拠は認められていない 2。
　イタリアでの滞在がこの画家にとって様々な意味で重要であったことは想像に難くない。
イタリアに向けての最初の旅は、イタリアで優れた美術作品に触れることであったと考え
られる。また、二度目の滞在は、アルカサル装飾のための美術品購入という公的な役割を
帯びての滞在であった 3。
　本論では、ディエゴ・ベラスケスの第一回イタリア旅行に関連して、1620年代後半のマ
ドリード宮廷の状況、特にイタリア人脈を中心に考えてみたい。即位間もないフェリペⅣ
世の絵画への興味、ルーベンスの来西、マドリード宮廷におけるイタリア人脈などを検証
し、ベラスケスの第一回イタリア旅行についての考察を試みる。
　ベラスケスは、同時代の他の画家とは異なり、すでにスペイン国王フェリペⅣ世の宮廷
画家という立場で、国王から銀 400 ドゥカードスを与えられ、さらに宰相オリバーレス公
伯爵からも 200 ドゥカードスの援助を受け、マドリードの宮廷にいたイタリア人の外交使
節を始めとする貴族社会の人々からの紹介状や親書を携えてイタリアを旅行したのである。
ベラスケス本人が、どのような目的を持っていたにせよ、また意図したわけではないにせ
よ、若き画家を迎えるイタリア側は、それなりに彼を遇した。ルネサンス以来の芸術作品
に触れる、というだけではなく、当時のスペインと比べるとイタリア、特にヴェネツィア、
ローマ、ナポリなどの都市は、芸術的に洗練された雰囲気を持っており、芸術を愛する文
化が育っていたといえる。このように自由な芸術の気風は、芸術の主たるパトロンが教会
であったセビーリャや宮廷という閉ざされた世界であったマドリードでは経験できなかっ
たものであろう。さらには、イタリアがデューラーやルーベンス、ニコラ・プッサンやク
ロード・ロランの例からもわかるように、内外の様々な世代の芸術家たちと広くコンタク
トをとれる状況にあったことは容易に想像できよう。ベラスケス初のイタリア旅行は、作
品という物理的なもの、過去の巨匠たちの優れた作品に触れるだけではなく、より自由な
芸術的空気の中で、同時代を生きている芸術家達を知り、その考え方や作品に触れること
を成果としたと考えられる。それはすでにルーベンスが経験したものであり、その後のベ
ラスケスの芸術的な姿勢を決定づけるものではなかったかと推測される。
　ジュゼッペ・セルッリ・イリェッリが「ベラスケスとイタリア」の中で述べているよう
にイタリア美術はベラスケスにとって新しいものではなかった 4。セビーリャにいた時から
すでにイタリアで確立された自然主義絵画がどのようなものであるか、影響を受けた作品
や模写などを通して知っていたと考えられる。また現存しないため具体的にどのような作
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品であるかは不明であるが、カラバッジオ作品の模写がスペインにもたらされていたとの
説もあり、このような経路でベラスケスがカラバッジオ作品を多少なりとも知っていた事
は想像に難くない。セビーリャではなく、バレンシアの例ではあるが、バレンシア大司教
リベーラが、現存はしないものの、カラバッジオ作《聖ペテロの磔刑》の模写を有してい
たとの説もある 5。
　ベラスケスの初期作品が、カラバッジオの自然主義絵画、カラバジェスキの影響化にあ
ることはたびたび指摘されているし、またベラスケスに限らず、スルバランやムリーリョ
もその初期作品にはカラバッジオ絵画、自然主義絵画の影響が指摘されて来た。スペイン
におけるカラバッジオの影響に関しては、具体的な作品が確認できないものの、常に議論
にあがって来たのである。カラバッジオの自然主義絵画という 17世紀にローマを中心に巻
き起こった新しい絵画の様式は、地中海を渡りイベリ半島へ、そしてアルプスを超え北方
へと広がって、カラバジェスキ（カラバッジオ派）と呼ばれる大きな流れを生み出すこと
になる。スペインにおいてもバレンシア、セビーリャなど当時絵画の拠点とされていた地
方都市でもその影響力は大であったと言える。セビーリャのそのような環境のもと、ベラ
スケスは徒弟修業の時期を過ごし親方となった。ベラスケスが修業時代を過ごしたセビー
リャは、宮廷のある首都マドリードと比べると閉鎖的な社会であったことが想像される。
主要な顧客は教会や修道院であり、宗教画が主流であった。画家社会は、顧客の奪い合い
が起きないように、そしてそれぞれの権益が損なわれないように親方の数を制限していた。
また、大抵の工房は、世襲的な仕組みで息子や甥などが後を次ぐ形であった。娘しかいな
い場合には師パチェコのように優秀な弟子を婿にして、工房を継がせるというのは珍しい
ことではなかった。このような閉鎖的なセビーリャの画家社会環境にあってパロミーノの
言葉でよく知られているように、ベラスケスの師パチェコの工房は、人文学のサロンのよ
うな「黄金の檻」であり、そこに出入りする歴史学者や文学者などとの交流が彼に大きな
影響を与えたことは想像に難くない 6。しかしその反面、前述したセビーリャの画家社会の
閉鎖的な環境を考慮すると同業の画家たちとの交流の機会はそれほどなかったのではない
かと考えられる。
　本論では、第Ⅰ章で国王フェリペⅣ世の芸術愛好について、第Ⅱ章ではベラスケスの第
Ⅰ期マドリード時代、すなわち1620年代半ば以降の宮廷画家として出仕し始めた時期のマ
ドリード宮廷の画家たちの関係、第Ⅲ章ではマドリード宮廷のイタリア人社会、そして第
Ⅳ章では、ベラスケスのイタリア旅行について検証しベラスケス最初のイタリア旅行が画
家に何をもたらしたかについての考察を試みる。
Ⅰ．スペイン国王フェリペⅣ世の芸術愛好
　最初にマドリードの宮廷の芸術的な環境について述べておく。国王フェリペⅣ世は17世
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紀ヨーロッパの中でも有名な芸術擁護者であった。わずか 16歳で即位し、暫くは君主とし
ての役割を全うする事に追われていた。しかし、フェリペⅣ世は生まれた時から、芸術的
環境にあったことで後のメセナとしての芽が育っていたことは間違いない。スペイン・ハ
プスブルク王室の芸術愛好は、デューラーのパトロンとしても知られる神聖ローマ帝国皇
帝マクシミリアンⅠ世のコレクションをカールⅤ世が引き継いだ頃から始まる 7。
　カールⅤ世自身は、広大なハプスブルクの領土を統治することに忙しく、それほど美術
収集に熱心ではなかったが、それでもヴェネツィア派の巨匠ティツィアーノに肖像画を依
頼し、宮廷に招き、当時父王の宮廷に滞在していたフェリペ王太子（後のフェリペⅡ世）
の肖像も依頼している。そしてそのフェリペⅡ世もティツィアーノのパトロンとなり、《ポ
エジア（詩想画）連作》を始め、多くの宗教画を注文している。フェリペⅡ世は、芸術を
好み、ヒエロニムス・ボッシュの作品を始め、絵画収集に熱心であった。彼は王家の墓廟
となるエル・エスコリアル修道院兼宮殿建築の造営にあたって、ティバルディやフェデリ
コ・ツッカリなどイタリア・マニエリスムの画家たちを招聘し、同じくイタリアのレオー
ニ一族に彫刻を依頼するなど精力的に活動している。スペイン・ハプスブルク王家で本格
的に収集に乗り出したのは、このフェリペⅡ世であった。次のフェリペⅢ世は、王室コレ
クションを受け継ぐが、特定の芸術家を庇護したり、作品収集に乗り出してはいない。そ
れに対して、息子であったフェリペⅣ世の時代に王室絵画コレクションの数は約倍に膨ら
んだと言われる。しかし、最初から彼が熱心な芸術愛好者であったわけではない。16歳で
王位に就いた国王は、暫くは新しい統治体制を確立することに忙しく、芸術的な関心は希
薄であったと考えられる。しかし、フェリペⅣ世は生まれた時から絵画コレクションに囲
まれて育った。このような環境が国王を 17 世紀を代表するコレクターに育てたとも言え
る。それに加えて国王が絵画に興味を抱き、その収集に邁進するようになったのは、4 人
物の影響が大であると考えられる。イギリス国王チャールズⅠ世、バルベリーニ枢機卿と
カシアーノ・ダル・ポッツォ、そしてペーテル・パウル・ルーベンスである 8。
　イギリス国王チャールズⅠ世は、王太子時代にマドリードを訪れている。秘密裏にフェ
リペⅣ世の妹であるマリア王女との婚姻を画策するためであった。彼は後にピューリタン
革命によって処刑されることになる。兄のヘンリーが芸術に熱心だったことからチャール
ズもまた、芸術を愛し、17世紀ヨーロッパを代表するコレクターとなった。マドリード滞
在中にチャールズがスペイン王室のコレクションを身近で眼にしたであろうことは想像に
難くない。このマドリード滞在中にチャールズが競売にかけられた絵画作品を購入したこ
とも明らかとなっている。またフェリペⅣ世がこの訪問で王室コレクションの中から贈り
物として《宮廷服姿のカールⅤ世》を彼に贈ったことも知られている。婚姻画策は不成功
に終わったが、絵画収集に熱心な未来のイギリス国王との出会いは、フェリペⅣ世にとっ
て自分が継承した絵画コレクションの重要性と素晴らしさを認識させたと考えられる。
　ペーテル・パウル・ルーベンスは、17世紀バロックを代表するフランドルの巨匠である。
49
フランドル総督領のアルブレヒト大公の宮廷画家であり、外交官としても活躍した。イギ
リスとスペインの和平をまとめるため、フェリペⅢ世の治世、Ⅳ世の治世と２度に渡って
マドリードの宮廷を訪問し滞在している。フェリペⅣ世の宮廷に滞在し、国王の騎馬像を
制作し、また優れた王室コレクションの中でもデューラーやティツィアーノ作品を模写し
た。その接待役がベラスケスであり、2 人でエル・エスコリアルを訪れたことは周知のこ
とである。また国王がルーベンスの滞在中にその制作している様子を見に訪れたというエ
ピソードもよく知られている。そしてルーベンスには、王家の狩猟のための館、トーレ・
デ・ラ・パラーダの装飾のための作品が注文された。また、ルーベンスはこの時代のコレ
クターとしても有名であった。ルーベンスの訪問によって、フェリペⅣ世は自らのコレク
ションの素晴らしさを再認識したであろう。また、このフランドルの巨匠の制作風景を間近
にし、語らい、その知識を知ることで絵画への関心を高めていったことも容易に想像でき
る。スペイン国王は、チャールズⅠ世亡き後に行われた彼やその側近達のコレクションの
競売で、多くの優れた絵画作品を獲得し、またルーベンスの死後に行われたルーベンス・
コレクションの競売においてもヤン・フアン・アイクの代表作である《アルノルフィニ夫
妻の肖像》（ロンドン、ナショナル・ギャラリー）を手に入れ、王室コレクションをさらに
充実させていくことになる。
　フェリペⅣ世の絵画愛好に大きく影響を与えた最後の人物たちは、バルベリーニ枢機卿
とその随身としてマドリードに滞在したカッシアーノ・ダル・ポッツォであるが、この二
人のイタリア人については、マドリード宮廷のイタリア人社会についての章で述べること
にする。
　前述のように、ベラスケスが宮廷に入ったのは、1623 年 10 月 6 日である。チャールズ
Ⅰ世の来訪は、この時期に重なる、またルーベンスは、その５年後にマドリード宮廷に滞
在しており、フェリペⅣ世の絵画への興味は、この二人とベラスケスの宮廷での初期と重
なっている。ベラスケスのイタリア旅行は、国王の芸術に対する興味が高まっていった時
期とのタイミングもあって、国王の許しを得られたのではないかと推測できる。
Ⅱ．ベラスケスと1620年代のマドリード宮廷の画家たち
　ベラスケスは親方になって数年後、1623 年に国王の肖像を描き国王の画家となりマド
リードへ移住する。そして宮廷社会での生活を始めることになる。1623年 10月 6日にベラ
スケスは宮廷の画家となった。セビーリャに生まれ、若干 23歳でマドリードに出てフェリ
ペⅣ世の画家となったベラスケスは、最初から宮廷画家たちに好意的に迎えられた訳では
なかった。当時のマドリード宮廷の画家たちの多くは、フェリペⅡ世時代以来の画家たち
の後継者であった。彼らは、カールⅤ世以来の宮廷肖像画を引き継ぐフランドルの画家た
ちであり、エル・エスコリアル修道院兼宮殿建築の造営にあたって招聘されたイタリア人
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画家たちの人脈に連なる者たち、つまりはスペイン人であってもフランドルやイタリアの
絵画を継承する画家たちであった 9。そして、いずれもが一族の誰かが芸術家であり、ある
いは宮廷に芸術的な後ろ盾を持っていたのである。画家一族の出身でもない、セビーリャ
からやってきたばかりの 23歳の画家は、国王の寵臣、オリバーレス公伯爵の後ろ盾があっ
たものの、いきなり国王に気に入られ、その信頼を得て、肖像画はベラスケスにしか描か
せないとまで言わしめる待遇を得たのである。先輩の宮廷画家たちの妬みの対象になった
であろうことは容易に想像できる。宮廷での立場上の対立だけではなく、絵画に対する芸
術観の相違もまたベラスケスがライヴァル視される原因でもあった。ベラスケスは、セ
ビーリャ時代に宗教画のほかにボデゴン（厨房風俗画）において優れた作品を描いており、
その作風は先にも述べたように、17世紀自然主義絵画を確立したイタリアの画家カラバッ
ジオの影響が認められる。そしてベラスケスのボデゴンは高い評価を受けていた。セビー
リャ時代のベラスケスが描く宗教画は、イタリア・ルネサンスの理想主義的なものではな
く、カラバッジオの自然主義的絵画に近いものであった。例えば、《東方三博士の礼拝図》
に描かれた聖母が、画家の妻フアナ・パチェコがモデルであり、その膝に抱かれている幼
子キリストは、画家の娘フランチェスカであり、師匠で義理の父親フランシスコ・パチェ
コやベラスケスの家に仕えていた少年も三博士の随者として登場すると言われている。つ
まり、実際には見ることが不可能な宗教画の世界を現実に存在する人物達を借りて、地上
的な世界、現実的なものとして視覚化するのである。
　フェリペⅢ世の時代から宮廷画家として仕えていたフィレンツェ出身の画家ヴィセンテ・
カルドゥーチョが自然主義絵画について、単に自然を模倣しただけの絵画である、と痛烈に
批判したエピソードはよく知られている。また宮廷においてベラスケスが頭部しか描けな
い画家と暗に批判されていたというエピソードも繰り返し語られている。そのようなマド
リード宮廷における対立は、ヴィセ
ンテ・カルドゥーチョが著した『絵
画の対話』の中の師と弟子の有名な
やり取りに伺える 10。そのような状
況の中で、1627年には「モリスコの
追放」を主題とした宮廷画家たち間
での競作が行われ、ベラスケスは第
一席となり、作品はアルカサルの広
間の壁を飾ることになった。ベラス
ケスが宮廷画家として確固たる地位
を築いた出来事である。
　ベラスケスは当然この時には未だ
ルネサンス揺籃の地、イタリアを訪卵を料理する老婆と少年
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れたことはなく、古代彫刻などにも触れたことはなかった。先に述べたように、セビーリャ
時代にはすでに何らかの方法でイタリア絵画に関する情報を得ていたと推測されるが、実
際のイタリア絵画に触れる機会はなかったかもしれない。しかし、1623年以降はマドリー
ド宮廷においてベラスケスには、王室コレクションのイタリア絵画を知る機会があった。
さらにはティツィアーノに代表されるようなイタリアの過去の巨匠たちの作品だけではな
く、ベラスケスと同時代の作品にも触れることが出来たのである。例えば、オニャーテ伯
爵は、1626～1627 年にかけて国王のためにドメニキーノ作《イサクの犠牲》（プラド美術
館）を購入している。オラツィオ・ジェンティレスキの作品（《モーゼを救うエジプトの王
女》）もフェリペⅣ世のコレクションである。イタリア旅行は、もちろん実際の作品を見て
研鑽を積むことが目的であったが、しかし、マドリード宮廷にいたベラスケスに不足して
いたものは、イタリアの自由な芸術的な空気だったのではないだろうか。ベラスケスのイ
タリアへの旅立ちは、この「モリスコの追放」の競作から 2 年足らずである。そこに大き
く影響を与えたのがバロックの巨匠ルーベンスのマドリード宮廷訪問であり、当時のマド
リード宮廷のイタリア人社会ではなかったかと考える。
　ピーテル・パウル・ルーベンスは 1628年 9月 25日から 1629年 4月 29日までマドリード
宮廷に滞在。この時期、ルーベンスは、その名声、実力共に頂点を極めた時期であった。
この時ベラスケスは、30歳そこそこのまだ若い画家であり、バロックの巨匠ルーベンスか
ら受ける影響は少なくなかったと推測される。すでに述べたように、セビーリャ時代の環
境、マドリード宮廷でのライヴァル関係などを考えると、ベラスケスがいた環境は、自分
と同じ立場にいるような芸術家と交流を持てるような関係を築くのは不可能ではなかった
と推測される。そのような意味で、ベラスケスにとってルーベンスは最初の人物ではない
だろうか。ベラスケス初の神話画《バッカスの勝利（酔っ払いたち）》は神話を得意とした
ルーベンスに感化された作品だと言われ、またイタリアへ行くことを勧めたのもルーベン
スであったと言われている。それ
はほぼ間違いないことであろう。
ルーベンスがマドリードを去って
間もなく、ベラスケスは国王の許
可を得てイタリアへと旅立つので
ある。
　しかし、ルーベンスの勧めだけ
でベラスケスがイタリア旅行を決
断したとは考えられない。そのほ
かにマドリード宮廷の環境も大き
く影響を及ぼしているのではない
だろうか。最初のイタリア旅行だ バッカスの勝利
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けではなく、二度目のイタリア旅行においてもマ
ドリード宮廷に外交使節として滞在した人々との
交流は、ベラスケスに大きな恩恵をもたらしてい
ると考えられる。彼らの中には外交使節という社
会的地位にあるだけではなく、芸術に関する見識
があり、古代美術や絵画などのコレクターであり、
芸術家たちのパトロンであった人物たちがいたの
である。そのような人々との関係性がのちにベラ
スケスにとっては大きな財産になっていったであ
ろうことは、例えばベラスケスが、2 度目のイタ
リア旅行の際に教皇イノケンティウスX世の肖像
画を描く機会に恵まれたことからもうかがえよう。
教皇は、当時ジョヴァンニ・バッティスタ・パン
フィーリと呼ばれていたが、教皇使節としてマド
リード宮廷に滞在している。1626 年 11 月 16 日マドリードの教皇使節としてローマのバル
ベリーニ枢機卿にベラスケスの手によるオリバーレス公伯爵の素描を送ったという記録、
さらに同年 12 月 31 日にバルベリーニ枢機卿がマドリードにいる教皇使節パンフィーリに
ベラスケス作のオリバーレス公伯爵の素描が到着したことを伝えたという記録が残ってい
る。ベラスケスが少しずつ画家として宮廷でその立場を確実なものにしていく時期にパン
フィーリも教皇使節としてやがてくる好機のために邁進していたのである。そのおよそ 20
年後に、この二人は、ローマ教皇イノケンティウスX世として、スペイン国王の主席宮廷
画家としてローマで再会することになる。その 20年間の空白があったにせよ、そしてベラ
スケスの肖像画家としての名声があったにせよ、外国人画家が教皇の肖像を描く機会を得
ることはまれなことであろう 11。1620 年代のマドリード宮廷でのイタリア人脈はこのよう
な形でベラスケスにとって大きな幸運を与えたのである。次の章では、そのマドリードの
イタリア人社会について述べ、ベラスケスのイタリア旅行との関連性について考えてみた
い。
Ⅲ．マドリード宮廷のイタリア人社会
　マドリードの宮廷には、当然のことながら大使、外交使節など外国人が多く出入りして
いたが、中でもバルベリーニ枢機卿（教皇ウルバヌスⅧ世の甥）とその随員であったカッ
シアーノ・ダル・ポッツォは、ベラスケスのイタリア滞在においても重要な人物たちであ
る。ローマ教皇ウルバヌスⅧ世の甥、フランシスコ・バルベリーニ枢機卿は 28 歳、1626
年、スペインを訪問した。その前年には、フランスを訪れているが、これは両国間の反目
イノケンティウスX世
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を解決する目的であった。バルベリーニ枢機卿の使節団の随員であったカッシアーノ・ダ
ル・ポッツォは旅に関する詳細な日記を残している 12。この時期のマドリード宮廷とベラ
スケスに関しても多くの情報が残されている。彼は、美術作品にも大きな関心を持ってい
た。カッシアーノ・ダル・ポッツォは、古代蒐集家、知識人、そしてパトロンとしても有
名な人物である。彼は、スペイン宮廷に来訪する以前に、フランスを訪れてその旅の日記
を残しているが、スペイン訪問の際にも宮廷に入って間もないベラスケス作品に関して述
べている。その滞在中、マドリードの王宮、アルカサルに滞在し、その間、儀礼的な訪問
以外にも熱心にマドリードのさまざまな場所を訪れている。そして日記の中で、ベラスケ
スの手によるバルベリーニとオリバーレス伯公爵の肖像画について、また実際に王宮の壁
を飾っていたフェリペⅣ世騎馬像、ドン・カルロス親王の肖像 （？） などについても記録し
ている 13。すでに第Ⅰ章で述べたようにフェリペⅣ世が熱心に絵画を愛好するのに大きな
影響を及ぼした人物が、このバルベリーニ枢機卿とカッシアーノ・ダル・ポッツォである
と J.ブラウンは述べている 14。当時の記録では、1626年 7月 17日から 28日、フランチェス
コ・バルベリーニ枢機卿の使節団がマドリード滞在。11月16日には、マドリードの教皇使
節ジョヴァンニ・バッティスタ・パンフィーリが、ローマのバルベリーニ枢機卿にベラス
ケスの手によるオリバーレス公伯爵の素描を送る。12月31日、バルベリーニ枢機卿がマド
リードにいる教皇使節パンフィーリにベラスケスによるオリバーレス公伯爵の素描が到着
したことを伝えている。
　バルベリーニ枢機卿は、ベラスケスに肖像画を描かせるが、それは「あまりに気鬱」に
見えるとして、これとは別にヴァン・デル・アメンに肖像画の制作を依頼している。しか
し、ベラスケスのローマ滞在に際して、枢機卿は特別な待遇で画家を迎えるのである。こ
れに関しては後述する。さらに1624年から1626年にかけては、マドリード宮廷には教皇使
節としてジュリオ・サケッティが滞在している。ベラスケスの国王騎馬像が、サン・フェ
リペ教会の階段に飾られ、マドリード中の人々がこれを鑑賞した時期である。サケッティ
の兄、マルチェッロは、若き詩人や画家の擁護者であり、熱心な絵画収集家としてローマ
で知られた人物であった。またジュリオ自身もマドリードに、ピエトロ・ダ・コルトーナ
作《タンクレドとエルミニア》を携えていったことからもわかるように芸術を愛し、芸術
家の庇護者でもあった。またこのような例からもベラスケスがイタリア旅行に行く以前に
すでに同時代のイタリア絵画に触れる機会があったことが考えられる。また枢機卿が帰国
する際にベラスケスの工房で制作された王家の肖像を持ち帰った可能性もある、とサルバ
トール・サロート・ポンスは推測している 15。そして後で述べるようにサケッティは、ベ
ラスケスがヴェネツィアからローマに赴く途中、フェッラーラに宿泊し画家と再会してい
る。
　また、このような外交使節や大使たちの他にマドリード宮廷にはジョヴァンニ・バッティ
スタ・クレシェンツィをはじめ、前述のカルドゥーチョなどイタリア出身の芸術家たちもい
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たことを考えねばならない。彼らが持つイタリアとのつながりは、芸術だけではなく、ほ
かにも様々なイタリアの情報をフェリペⅣ世の宮廷にもたらしたに違いない。ベラスケス
に批判的で会ったと考えられるカルドゥーチョの存在も、画家のイタリアへの旅を促す理
由の一つであったかも知れない。セビーリャで自然主義絵画の影響をうけた作品を制作し
ていたとはいえ、前述したように、それはあくまでも間接的なものであり、ベラスケスは
実際にカラバッジオ作品を初めとする、本当の意味での自然主義絵画を知ってはいなかっ
たのである。自らが目指す絵画の原点となる作品やそれに関する様々な意見や議論を実際
に知らないという現実を変えるためにもベラスケスはイタリアに行く必要があった。フェ
リペⅣ世の宮廷の中でも、ローマ出身のジョヴァンニ・バッティスタ・クレシェンツィは、
宮廷におけるベラスケスの立場やイタリア旅行を考える上で重要である。彼は、ローマで
パオロⅤ世の建築家でもあり、クロード・ロランの初期のパトロンの一人でもある。1617
年にサパタ枢機卿を介してマドリード宮廷に到着した。やがてトーレ侯爵の称号を与えら
れ、王室工事の最高長官となる。彼はまた画家アントニオ・ペレーダの庇護者としても知
られている。クレシェンツィは、静物画家としても優れた作品を残しており、マドリード
宮廷に 17 世紀の新しい絵画であったカラバッジオの自然主義をもたらした人物でもある。
セビーリャ時代にボデゴンという静物画のジャンルで評価されていたベラスケスに対して
興味を抱くのは当然のことであったと推測される 16。
　1627年に、宮廷画家たちの「モリスコの追放」をテーマにした競作が行われた。この審
査は、フェリペⅣ世の素描の師であったフアン・バッティスタ・マイーノとこのクレシエ
ンツィによって行われ、ベラスケスは第一席に選ばれ、その作品 （焼失） はアルカサルの広
間を飾ったのである。また、ベラスケスの筆による「クレシェンツィ侯爵」の肖像がカル
ピオ侯爵のコレクションの 1689 年の財産目録に記載されている （現在は不明）。二人を結
びつける具体的な資料は現在のところ発見されてはいない。しかし、マドリードに来る以
前にすでにローマにおいて芸術擁護者として知られていたクレシェンツィが初めてローマ
を訪問するベラスケスのために紹介状を与えたとしても何ら不思議はないのである。この
イタリアへの旅だけではなく、クレシェンツィの存在は、1620年代から彼の死の1635年ま
でベラスケスにとって大きな意味を持つと論者は考えているが、未だ確固たる証拠を見出
せないでいる。
　この他にマドリードでは、パルマ大使フラヴィオ・アッティは主人であるパルマ公爵夫
人に向けてベラスケスはスペインのスパイの可能性があると報告している。また、ヴェネ
ツィア大使アルヴィセ・モセニゴはベラスケスに通行証とヴェローナの最高司令官をはじ
め、ヴェネツィアで権威のある人々への紹介状を準備し、またこの画家がヴェネツィア共
和国にとっての危険性はもっておらず、画家としての見識を深めるための旅であると報告
している 17。この他にもトスカーナ大使アヴェラルド・デ・メディチなど各国の大使や高
官が駐在しており、彼らはベラスケスのイタリア旅行に関してそれぞれの母国へ報告して
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いる。マドリード宮廷に滞在していたイタリア各国の大使や外交使節は、国王フェリペⅣ
世の宮廷画家、宰相オリバーレス公伯爵の後ろ立てを持つ画家がイタリアへ行くに際して、
かなりな高待遇で画家を迎えているといえる。ベラスケスは、一人の画家として研鑽のた
めだけにイタリアを旅したわけではない。画家の身分では到底会うこともかなわない、枢
機卿や大使など高い身分の人々が訪問する先々でベラスケスを遇するのである。しかし、
スペイン国王と宰相の後ろ立てがあるという政治的な理由だけではなく、ベラスケスを迎
える側は、すでに画家としてのベラスケスを評価していたのではないだろうか。
　この時期のマドリード宮廷に滞在していたイタリア人たちは、それぞれに教養人として
歴史や文学そして、美術品に対する知識も豊かで、今まで見て来たようにコレクターとし
ても知られた人々であった。彼らはスペイン宮廷での画家ベラスケスの才能と可能性を十
分に認めていたのではないだろうか。その知らせは、それぞれの国の高官や家族にも報告
されていたと考えられる。単に政治的な理由だけではなく、才能のある画家をそれなりに
遇するという意識が働いていたのではないだろうか。一般的には画家に対して未だ職人的
な地位しか与えられていなかったスペインとは異なり、画家の才能に対する社会的地位が
確立していたイタリアでは自然主義絵画はすでに確立しており、マドリード宮廷における
自然主義批判はなく、ベラスケスを正当に評価する社会がイタリアにはすでにあった。そ
してまた多くの芸術に関する書籍や自由に芸術を論じる場が存在していたのである。ベラ
スケスにとってマドリード宮廷のイタリア人社会は、それまでの画家には経験できなかっ
た「自由な芸術」の雰囲気を知る場であったと推測する。彼がイタリアへ旅立つ決心をす
るのはこのような人々との交流が大きく影響している。
Ⅳ．ベラスケスのイタリア旅行　ルートとローマ滞在
　最後にベラスケスの初めてのイタリア旅行のルートとローマ滞在に関して言及する。日
程は 1629 年 8 月 10 日から 1630 年 1 月であるが、マドリード帰着の日付は不明である。マ
ドリードを発ち、バルセロナから乗船、この船上において《ブレダの開城》にも描かれる
スピノラ将軍と乗り合わせたエピソードはよく知られている。8月23日ジェノヴァに到着、
ミラノを経てヴェネツィアへ向かう。ヴェネツィアではスペイン大使クリストバル・ベナ
ヴィーデスの邸宅に滞在。この頃、イタリアの北部は、マントヴァとの戦の関係でスペイン
人にとって治安がよくないという理由で、護衛がつけられたと伝えられている。パロミー
ノは、この一ヶ月あまりの滞在中のベラスケスの訪問先を詳細に伝えている。それによる
とドゥカーレ宮殿を訪れ、ヴェネツィアにあるティツィアーノやティントレット特にティ
ントレット作品に興味を抱き、《最後の晩餐》を模写したとされている。そこからフェッ
ラーラへ向かい、教皇使節としてマドリードに滞在していたジュリオ・サケッティ枢機卿
と再会、短い期間であったが、枢機卿の邸宅に滞在した。枢機卿は彼にスペイン人の使用
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人をつけるなど歓迎し、最後の晩には夕食をともにし、語らうことを望んだが、ベラスケ
スはこの申し出を食事時間の違いを理由に断っている。しかし、枢機卿は自らの食事の時
間を変更し、画家と話す時間を作ったと伝えられている。すでに述べたが、サケッティ枢
機卿は、新しいヴェネツィア派の絵画を好み、アンドレア・サッキやピエトロ・ダ・コル
トーナなどの若い画家たちの庇護者でもあった。その後、ベラスケスはチェントを通過し
ているが、このときにイタリア人画家グエルチーノとも交流があったと推測される。これ
はおそらくはサケッティ枢機卿のすすめであったろうと考えられる。この小さな都市への
訪問は、ここに住んでいたイル・グエルチーノ （フランチェスコ・バルビエリ） に会うこと
であったと言われている。この画家は当時イタリアで最も有名な画家の一人で、その後の
ベラスケスの作品に大きな影響を与えたと考えられる。ベラスケスはここからボローニャ
を通ってローマへと向かうが、ボローニャではルドヴィコ枢機卿にもスペイン人の枢機卿
にも携えて来た手紙を渡さず、滞在もしなかった。そしてロレートを経由して1629年10月
にローマに到着した。マドリード宮廷において1626年にすでに面識があったバルベリーニ
枢機卿は、ベラスケスのためにヴァチカン宮殿の一室を滞在場所として提供している。ベ
ラスケスは自由にヴァチカン宮殿にある芸術作品に触れることができたのであるが、30歳
そこそこのベラスケスにとってはこのような待遇は異例であるといえよう。パチェコによ
ればこの滞在中にベラスケスは、ラファエロやミケランジェロたち、ルネサンスの巨匠た
ちの作品に学んだ。しかし、その後ベラスケスは、メディチ家の別荘に滞在したいとトス
カーナ大公に願い出たとパチェコは伝えている。都市ローマの中心から離れたヴァチカン
宮殿よりも古代都市ローマの雰囲気や活気を感じられる場所、そして夏の本格的暑さを過
ごしやすい場所を求めたからと言われている。メディチの別荘は、スペイン大使の邸宅に
近く、スペイン大使モンテレイ伯爵が時折滞在していた場所でもあった。モンテレイ伯爵
はやがてナポリの副王となるが、ローマ時代から芸術擁護の名声も高く、ジュセペ・デ・
リベーラやジョヴァンニ・ラン・フランコは彼に仕えることになる。画家が三日熱にか
かって病床に伏した時にはこのモンテレイ伯爵の邸宅で過ごしたという記録もあり、伯爵
はローマにおいてはベラスケスの庇護者であり、ベラスケスの才能を認める一人であった。
　メディチの別荘は何よりも、ルネサンス以来の偉大なる芸術擁護の伝統を持つメディチ
家の別荘であり、邸宅ばかりでなく、その庭園も含めて、古代の彫刻作品を至るところで見
ることができる場所であった。モンテレイ伯爵から在ローマ、トスカーナ大使フランチェ
スコ・ニッコリーニ、フィレンツェにいる大公フェルディナンドⅠ世の秘書を経由して、
許可がおりたのは 1630 年 5 月であった。オランダを除いて 17 世紀ヨーロッパ絵画史にお
いて純粋な風景そのもの、しかも午前と午後の光を意識して描かれた風景画《メディチの
庭園》2 作品は、まさにこのメディチの別荘で制作されたのである。
　ローマ滞在を経て、1630年 9月末、ベラスケスはついにスペインへ帰国するため、ナポ
リに向けて旅立つ。記録は残されていないが、おそらくナポリ宮廷ではジュセペ・デ・リ
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ベーラとの接触があったと想像できる。また、ここ、ナポリでは《マリア・デ・ウングリ
アの肖像》を制作したとパチェコは記している。ハンガリー王妃マリアはフェリペⅣ世の
妹でハンガリー国王ハプスブルク家のフェルナンドの妃であり、神聖ローマ帝国皇帝に即
位するため、ウィーンに向かう途中ナポリに寄港していたとされている。
　ナポリを出航し、バルセロナで下船、その後陸路でベラスケスがマドリードへ帰着した
のは 1631 年 1 月であった。
結論
　以上、ディエゴ・ベラスケスの 1620年代のマドリード宮廷での人間関係を通して第一回
のイタリア旅行に関して述べてきた。この旅で画家が制作した作品は 4 点と考えられてい
る。すなわち《ウルカヌスの鍛冶場》、《ヨセフの衣》、《ヴィリャ・メディチの庭園 ロッジ
ア・グロッタの入り口》、《ヴィリャ・メディチの庭園　アリアドネのパビリオン》である。
パチェコは、この旅行中にベラスケスが自画像を制作したことを伝えている。それが現在
ローマのカピトリーノ美術館にある《貴族の肖像》とする研究者もあり、完成度の高い作品
ではあるが、現在は作者不詳、モデルに関しても不明な作品とされている。また、ベラス
ケスとイタリアに関して詳細な研究成果を残しているポンスは、ローマのパラヴィッシー
ノ・コレクションにある《スペイン大使館の前での兵士達の諍い》という作品がベラスケ
スのものである可能性を指摘している。しかし、現在のところ、確実にベラスケス作品と
言えるのは、先に述べた 4 作品である。メディチ家別荘の風景画 2 点は以前は第一回か第
二回かで議論されてきた作品であるが、科学的な調査が行われ、現在では最初のイタリア
滞在時の作品であるとされている 18。この 4 つの作品におけるイタリア絵画の影響関係に
関しては別の機会に考察したい。
ウルカヌスの鍛治場 ヨセフの衣
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　本論での目的は、今まで漠然としたベラスケスの第一回イタリア旅行を具体的な資料や
文献にあたりながら、実際にどのような状況下で画家がイタリアに旅立ち、どのような
ルートで旅をしたのか、どのような環境のもとに滞在したかを具体的に把握すること、そ
して、そこから30歳そこそこの若き画家がどのような影響を受けたのかを考察することに
あった。繰り返しになるが、16世紀以来、繁栄を誇っていたとはいえセビーリャという地
方都市から23歳でスペイン国王の画家となったベラスケスは特殊な例であると言われてい
る。画家が宮廷に出仕した時期は、国王が絵画芸術に関心を持ち始めた時期、画家がイタ
リアに関する様々な情報を身近に得る事が出来るようになった時期、でもあり初のイタリ
ア旅行は、ルーベンスとの出会いと影響、宮廷に置けるライヴァル関係、自然主義絵画の
発祥の地への興味などが重なるようにしてこれらすべてがベラスケスをイタリアへと向か
わせたと考える。
　先輩の宮廷画家カルドゥーチョやバルベリーニ枢機卿はフィレンツェの出身であり、第
一回のイタリア旅行では初期ルネサンスの舞台となったこのフレンツェにベラスケスは訪
れていない。ベラスケスはフィレンツェを訪問せずに、ローマに向かっているのである。
それはローマが、古代芸術の揺籃の地であることのほかにカラバッジオに始まる自然主義
絵画の誕生の地であり、イタリアの芸術家だけではなく、ローマを目指してやってくる外
国人画家たちが集まるところであり、同じように芸術を愛好する庇護者たちもまたイタリ
ア内外の大使、外交使節など教皇庁を中心に多くの教養人たちが集まる自由な芸術環境を
画家に与えてくれる場所であったからと考える。スペインでは、スペインの芸術家による
芸術書は未だ出版されていない。それを世に出したのはベラスケスの師匠であるフラン
シスコ・パチェコであり、出版は 1638 年まで待たねばならない。前述した『絵画の対話』
ヴィリャ・メディチの庭園
ロッジア・グロッタの入り口
ヴィリャ・メディチの庭園
アリアドネのパビリオン
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（1633）を著したヴィセンテ・カルドゥーチョはフィレンツェ出身のイタリア人画家であ
る。芸術家や教養人たちが芸術について語り、述べるという環境は未だスペインでは整っ
ていない。トレント宗教会議以降、美術に関して教会が已然大きな権力を持し、宗教美術
が、中心となっていたスペインではイタリアのような人文主義の動きは実質的には起こら
なかったのである。
　ベラスケスにとって初のイタリア旅行は、実際に作品に学ぶに留まらず、そのような人
文主義の自由な空気を感じ、自分と同じく芸術に関わる人々との交流の中で自らのこれか
らの芸術を模索する機会であったと考える。ブラウンも述べているように、それはすぐに
表れるのではなく、帰国後の第二期マドリード時代を通じてゆっくりとベラスケスの中で
育っていったに違いない。そうしてベラスケスは、レティーロ宮殿の装飾コーディネーター
や、美術品の管理などの要職を担い、エナーノや道化の肖像のような人間存在に迫るよう
な代表作を描くことになる。過去の優れた作品ばかりではなく、自由な芸術の空気と同時
代の芸術家や人文主義者たちとの交流がやがてベラスケスの優れた作品を生み出す原動力
になったのであり、再びイタリアへという画家の強い希望をかなえることにもなるのであ
る。
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資料①【ベラスケスのイタリアでの旅程と滞在先】
1629 年 8 月 10 日～1630 年１月
　ジェノヴァ→ヴェネツィア　ベナヴェンテ公爵の邸宅に滞在
　→フェッラーラ　ジュリオ・サケッティ枢機卿の邸宅に滞在
　→チェントへ（グエルチーノとの交流？）
　→ボローニャ　ルドヴィコ枢機卿にもスペイン人の枢機卿に
　　　　　　　　も手紙を渡さず、滞在しなかった
　→ロレート
　→ローマ　　ローマの滞在場所： 1630 年
　　　　　　　ヴァティカン宮殿
　　　　　　　メディチ家の別荘　　
　　　　　　　スペイン大使モンテレイ侯爵の宮殿
資料②【ベラスケス　第一回イタリア旅行関連事項】
　　　（主としてイタリア旅行およびイタリアと関連すると思われる事柄を取り上げた。）
＊ 1626年
7 月 17 日
～28 日
 カッシアーノ・ダル・ポッツォがフランチェスコ・バルベリーニ枢機卿の使節団に
随行しマドリード滞在。日記の中で彼はベラスケスの手によるバルベリーニとオリ
バーレス伯公爵の肖像画に言及している。
11 月 16 日 マドリードの教皇使節ジョヴァンニ・バッティスタ・パンフィーリが、ローマのバ
ルベリーニ枢機卿にベラスケスの手によるオリバーレス公伯爵の素描を送る。
12 月 23 日 ベラスケス、聖職禄を得る。
12 月 31 日 バルベリーニ枢機卿がマドリードにいる教皇使節パンフィーリにベラスケスによる
オリバーレス公伯爵の素描が到着したことを伝える。
＊ 1627年 ベラスケス、初めての物語画《モリスコの追放》制作（1734 年焼失）
 3 月 7 日 国王の私室取次係を拝命
 3 月 24 ～ 
 5 月 22 日
在マドリード、マントヴァの大使が第二代ヴィセンツォ公爵ゴンザーガとその叔父
に 2 点の国王騎馬像、オリバーレス騎馬像（おそらくベラスケスの作品）を送った
ことを知らせている。
＊ 1628年 ルーベンスのマドリード滞在。
この滞在以前にルーベンスとベラスケスの間で書簡が交わされていたとパチェーコ
は書き記している。イタリア行きはルーベンスの勧めがあったと考えられる。
第一回イタリア旅行経路
（Salort Pons, Velázquez en Italia 2002より）
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＊ 1629年
 7月22-28日　 国王フェリペⅣ世は、ベラスケスのイタリア行きの許可を与える。不在中、マド
リードの住居と宮廷での給与および報償は維持されることになっていた。
7 月 22 日 ベラスケスは、王の命によって制作された《バッカスの勝利》に対する100ドゥカー
ドスの支払いとその他の絵画に対する 300 ドゥカードスの支払いを受ける。
7 月 26 日 在マドリード、パルマ大使フラヴィオ・アッティがパルマ伯爵夫人にベラスケスの
イタリア行きについて、画家の研鑽のためと報告、さらにはフェリペⅣ世のスパイ
の可能性も示唆。
7 月 28 日 在マドリード、ヴェネツィア大使アルヴィセ・モセニゴは 10 人委員会に、国王の
命によりオリバーレス公伯爵がベラスケスのために通行証と推薦状を準備したと報
告。モセニゴは、画家は若く、ヴェネツィアやその他イタリア諸都市を旅するであ
ろうと述べている。
6 月 1  日 イタリアへの乗船場所バルセロナへ向かうためマドリード出発
8 月 10 日 バルセロナの港からイタリア北部の統治を行うためにミラノに向かうスピノラ侯爵
の船に同乗し、出帆。
秋 ジェノヴァ到着、ヴェネツィアへ向かう。
ヴェネツィアでは、大使クリストバル・ベナヴィデスの邸宅に滞在。ドゥカーレ宮
殿、サン・マルコ大聖堂を訪れた。
9 月 22 日 在マドリード、フィレンツェ大使アヴェラルド・デ・メディチが、ピサの大司教に
ベラスケスのイタリア到着を報告。
＊ 1630年
1 月 ローマ到着。ウルバヌスⅧ世の甥、フランチェスコ・バルベリーニ枢機卿のはから
いでヴァティカン宮殿に滞在。
1 月 6 日 これより 1631年の 4月まで「画家ドン・ディエゴ」なる人物がパオリーナ通りのマ
ナラの家の部屋の賃貸料の支払いがなされている。
ベラスケスであるかは不明。
4 月 ローマでフランシスコ・ニッコリーニが、フィレンツェのモンテレイ伯爵アンドレ
ア・チオーリにスペイン大使が教皇庁に対してベラスケスのために部屋を希望して
いると報告。
5 月 4 日 アンドレア・チオーリはフィレンツェからニッコリーニにベラスケスのためにメ
ディチの別荘に部屋を与えると返信。
5 月 21 日 フランチェスコ・ニッコリーニはローマからフィレンツェのアンドレア・チオーリ
にベラスケスにヴィリャ・メディチの一室を与えた旨の報告。
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 9 月末　 ナポリへ　リベーラとラン・フランコと交流の可能
性が考えられる。
フェルナンド・デ・ハプスブルクとともにウィーン
に向かう途中のフェリペⅣ世の妹、ハンガリー王妃
マリアの肖像を描いたとパチェコは伝えている。
 11 月 9 日 -13 日 　 ベラスケスはサンジャコモ（ナポリ）の銀行か
ら「陛下の画家としてナポリ通貨231ドゥカー
ドス相当の144エスクードの金の通貨」を受け
取っている。
＊ 1631年
 1 月 バルセロナへ向けて出帆、マドリード帰着
資料③【第 1回イタリア旅行で制作された作品】
《ウルカヌスの鍛冶場》 1630 年 223 × 290cm  マドリード、プラド美術館
《ヨセフの衣》　 1630 年 223 × 250cm エル・エスコリアル修道
《ヴィリャ・メディチの庭園  ロッジア・グロッタの入り口》 48 × 42cm
《ヴィリャ・メディチの庭園  アリアドネのパビリオン》 44 × 38cm
               マドリード、プラド美術館
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ハンガリー王妃
マリア・デ・アウストリア
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Velázquez e Italia, sobre el primer viaje
Kazumi Nukui
 Diego Velázquez (1599-1660), pintor de cámara del rey español del siglo XVII Felipe IV, 
hizo dos viajes a Italia durante su vida. Es posible que hiciera otro viaje a Italia entre estos dos 
conﬁrmados, pero no tenemos todavía noticias suﬁcientes acerca de este otro hipotético viaje. El 
primer viaje italiano de Velázquez se extendió entre 1629 y 1631, después de realizar Los Borrachos 
o El Triunfo del Baco, su primera pintura mitológica. Vía Barcelona se embarcó a Italia, donde 
entraría en contacto directo con el mundo artístico de aquel país. Su segundo periplo cisalpino tuvo 
lugar entre 1648 y 1651, cuando el pintor sevillano ya era famoso y se había establecido como 
pintor y cortesano de cámara. Se considera que el propósito de Velázquez en este segundo viaje era 
conseguir obras de arte para la decoración del Alcázar, el palacio real. Estos dos viajes a Italia iban a 
inﬂuir a Velázquez en su carrera como pintor.
 En este artículo quiero tratar el primero de estos dos viajes. Éste se produjo en un momento en 
el que Velázquez era todavía un pintor casi desconocido, nada famoso pero bien recibido durante 
su trayecto por cardenales, embajadores y otros personajes importantes, dado que contaba con la 
protección de Felipe IV y de su valido, el Conde Duque de Olivares. Tras visitar numerosas ciudades 
llegó a Roma, donde viviría una temporada. Me propongo analizar cómo este viaje no solo inﬂuyó 
en las obras velazqueñas sino también en la propia la mentalidad el pintor, lo que contribuiría a 
modiﬁcar los conceptos artísticos de Velázquez tras su regreso a Madrid. 
 Considero que la experiencia del primer viaje italiano no se tradujo en un cambio destacado 
inmediato después del regreso a España, sino que su inﬂuencia iba a penetrar paulatinamente en las 
ideas pictóricas velazqueñas, durante un largo tiempo y ya en la corte madrileña. Este viaje no es sólo 
relevante para su técnica pictórica, sino que supone un elemento muy importante en la constitución 
del propio concepto artístico velazqueño.  
